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は
じ
め
に
　
稿
者
は
、
飛
鳥
井
雅
経
の
家
集
『
明
日
香
井
集
』
を
読
み
進
め
て
い
る
。
上
巻
は
そ
の
作
業
を
ひ
と
ま
ず
終
え
、
現
在
は
下
巻
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
『
明
日
香
井
集
』
の
構
成
を
略
記
す
る
と
、
上
巻
は
、
定
数
歌
を
、
百
首
歌
・
五
十
首
歌
・
そ
の
他
の
定
数
歌
の
順
に
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
詠
作
年
次
順
に
配
列
し
て
い
る
。
下
巻
は
、
前
半
に
小
規
模
な
歌
会
・
歌
合
歌
を
詠
作
年
次
順
に
並
べ
、
後
半
に
、
四
季
・
恋
・
雑
か
ら
成
る
部
類
歌
を
収
め
る
。
小
規
模
な
歌
会
・
歌
合
歌
の
う
ち
の
前
半
部
分
に
当
た
る
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
の
作
ま
で
は
昨
年
発
表
し
た
拙
稿
で
検
討
し
た
の
で
（
注
一
）
、
本
稿
で
は
後
半
部
分
、
す
な
わ
ち
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
か
ら
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
ま
で
の
一
六
年
間
の
作
を
対
象
と
す
る
。
建
永
元
年
に
は
雅
経
は
三
七
歳
、
承
久
三
年
三
月
一
一
日
に
五
二
歳
で
没
す
る
。
こ
の
間
の
雅
経
の
小
規
模
歌
会
等
の
歌
は
、
家
集
一
一
四
九
か
ら
一
二
九
八
ま
で
の
一
五
〇
首
、
お
よ
び
一
六
四
一
・
一
六
七
二
の
二
首
に
、
他
の
歌
集
な
ど
に
所
収
さ
れ
て
い
る
＝
首
を
加
え
た
一
六
三
首
と
な
る
。
こ
れ
ら
が
詠
作
さ
れ
た
歌
会
お
よ
び
歌
合
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
他
の
歌
集
収
載
歌
に
つ
い
て
は
見
落
と
し
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
現
在
確
認
で
き
た
範
囲
で
稿
を
進
め
た
い
。
な
お
、
記
録
類
に
よ
り
参
加
が
知
ら
れ
る
行
事
で
も
、
雅
経
歌
が
見
い
だ
せ
な
い
も
の
は
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
一
六
三
首
の
和
歌
表
現
お
よ
び
、
こ
の
時
期
の
雅
経
歌
で
も
一
六
四
一
・
一
六
七
二
を
除
く
『
明
日
香
井
集
』
下
巻
の
後
半
部
所
収
歌
と
、
歌
会
・
歌
合
歌
以
外
は
別
稿
で
扱
う
こ
と
と
す
る
。
建
永
元
年
か
ら
承
久
三
年
の
歌
壇
の
状
況
　
ま
ず
、
本
稿
で
扱
う
時
期
の
歌
壇
の
状
況
に
つ
い
て
、
略
述
し
て
お
く
（
注
二
）
。
こ
の
一
六
年
間
は
、
歌
壇
の
主
催
者
に
よ
っ
て
承
元
年
間
（
～
一
二
一
〇
）
ま
で
の
前
半
と
、
建
暦
年
間
（
＝
二
一
～
）
以
降
の
後
半
と
に
大
別
さ
れ
る
。
　
前
半
は
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
活
動
期
で
あ
り
、
ま
た
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
三
月
二
六
日
に
寛
宴
を
終
え
た
『
新
古
今
集
』
の
切
継
時
代
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
承
元
二
年
（
一
二
〇
入
）
頃
か
ら
は
院
の
和
歌
へ
の
情
熱
は
衰
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
（
注
三
）
、
承
元
三
年
に
は
後
鳥
羽
院
主
催
と
確
認
で
き
る
和
歌
行
事
は
な
い
。
承
元
三
年
に
雅
経
が
参
加
し
て
い
る
和
歌
行
事
も
詳
細
不
明
の
『長
尾
社
歌
合
』
一
度
だ
け
で
あ
る
（
注
四
）
。
『
新
古
今
集
』
の
切
継
は
翌
承
元
四
年
に
終
了
し
て
い
る
。
建
暦
二
年
か
ら
は
順
徳
天
皇
が
盛
ん
に
和
歌
行
事
を
催
す
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
、
後
鳥
羽
院
主
催
の
和
歌
行
事
も
建
暦
二
年
以
降
再
び
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
院
が
す
っ
か
り
和
歌
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
訳
で
は
な
い
。
雅
経
は
、
後
鳥
羽
院
主
催
の
和
歌
行
事
の
大
半
に
参
加
し
て
い
る
（
注
五
）
一
方
、
順
徳
天
皇
主
催
の
行
事
は
天
皇
近
侍
の
歌
人
が
中
心
で
あ
一
（21）
斑
　
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
（
注
六
）
、
半
数
弱
の
参
加
に
と
ど
ま
る
。
1
や
す
く
改
め
た
。
二
　
和
歌
行
事
の
整
理
本
稿
で
取
り
上
げ
る
作
品
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
『明
日
香
井
集
』
　
一
四
九
～
一
二
九
八
・
一
六
四
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
二
　
（
注
七
）
『賀
茂
別
雷
社
歌
合
』
『長
尾
社
歌
合
』
（
『
夫
木
抄
』
収
載
歌
）
『新
羅
社
二
首
歌
会
』
（
『
新
三
井
集
』
収
載
歌
）
『内
裏
詩
歌
合
』
建
保
二
年
二
月
三
日
か
（
『
夫
木
抄
』
収
載
歌
）
『月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
建
保
三
年
六
月
一
一
日
（
家
集
不
載
分
）
『右
大
将
家
歌
合
』
　
　
以
上
計
一
六
三
首
＿＿＿　　＿互
首首首首首首首
　
以
下
、
建
永
元
年
か
ら
承
久
三
年
に
雅
経
が
参
加
し
、
和
歌
が
現
存
す
る
四
九
度
の
和
歌
行
事
等
に
つ
い
て
、
知
り
え
た
こ
と
を
述
べ
る
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
都
合
上
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
（
以
下
『
大
観
』
と
す
る
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
詳
述
せ
ず
、
完
本
の
現
存
し
な
い
和
歌
行
事
等
を
中
心
に
扱
う
。
便
宜
上
、
成
立
順
に
通
し
番
号
を
振
り
、
行
事
名
の
下
に
、
主
催
者
の
別
（
後
鳥
羽
院
主
催
の
行
事
は
（
院
）
、
順
徳
天
皇
主
催
の
行
事
は
（
順
）
と
略
称
で
示
す
）
を
付
す
。
ま
た
参
考
の
た
め
、
こ
の
間
に
雅
経
が
詠
作
し
た
定
数
歌
等
の
名
を
、
＊
を
付
し
て
記
す
。
な
お
、
和
歌
行
事
名
は
、
原
則
と
し
て
『
大
観
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
『
大
観
』
に
従
い
、
そ
れ
以
外
は
『
明
日
香
井
集
』
に
記
さ
れ
て
い
る
名
を
用
い
る
が
、
他
の
歌
集
な
ど
を
参
照
し
て
適
宜
わ
か
り
　
1
　
高
陽
院
歌
合
（
院
）
　
建
永
元
年
正
月
＝
日
　
（
家
集
＝
四
九
）
題
は
「
庭
花
春
久
」
。
後
鳥
羽
院
の
御
所
高
陽
院
で
行
わ
れ
た
。
他
の
歌
人
で
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
一
六
七
二
。
以
下
『
御
集
』
と
す
る
）
、
藤
原
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
五
三
二
）
で
あ
る
。
　
2
　
院
当
座
歌
合
（
院
）
　
建
永
元
年
七
月
＝
二
日
　
（
家
集
一
一
五
〇
～
一
一
五
二
）
　
「
湖
辺
月
」
「
暮
山
雲
」
「
行
路
風
」
の
三
題
。
他
の
歌
人
で
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
六
七
九
～
一
六
八
一
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
二
七
一
・
二
三
〇
二
・
二
六
八
二
）
、
藤
原
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
四
六
五
・
二
九
五
三
）
。
『
壬
二
集
』
三
〇
〇
二
も
、
蓬
左
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
す
る
『
大
観
』
で
は
詞
書
が
「
建
永
元
年
仙
洞
に
て
当
座
歌
合
」
で
あ
る
が
、
高
松
宮
旧
蔵
本
を
底
本
と
す
る
『
私
家
集
大
成
』
の
詞
書
で
は
「
暮
山
雲
」
と
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
の
作
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
雲
葉
集
』
九
六
〇
「
当
座
歌
合
侍
り
け
る
に
、
行
路
風
」
の
詞
書
の
藤
原
秀
能
歌
も
こ
の
時
の
作
か
。
　
3
　
卿
相
侍
臣
歌
合
（
院
）
　
建
永
元
年
七
月
二
五
日
　
（
家
集
＝
五
三
～
＝
五
五
）
　
『
大
観
』
五
巻
二
〇
四
。
「
朝
草
花
」
「
海
辺
月
」
「
輯
中
暮
」
の
三
題
。
雅
経
は
俊
成
卿
女
と
番
え
ら
れ
、
二
勝
一
負
。
有
吉
保
氏
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
（
注
八
）
。
な
お
、
評
定
後
に
三
題
の
当
座
歌
会
が
あ
っ
た
が
、
雅
経
歌
は
見
い
だ
せ
な
い
。
　
4
　
院
当
座
歌
合
（
院
）
　
建
永
元
年
七
月
二
八
日
　
（
家
集
＝
五
六
～
一
一
五
八
）
　
「
寄
風
懐
旧
」
「
雨
中
無
常
」
「
被
忘
恋
」
の
三
題
。
藤
平
泉
氏
に
詳
し
い
論
が
あ
る
（
注
九
）
。
他
の
歌
人
で
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
六
八
二
～
一
六
八
四
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
五
六
二
・
二
八
六
一
・
二
入
六
二
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
入
一
五
・
三
〇
三
三
・
三
〇
三
四
）
、
秀
能
（『如
願
法
師
集
』
六
五
〇
・
六
五
三
・
六
五
七
）
。
『
新
古
今
集
』
恋
五
、
＝
二
一
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建永元年から承久三年の飛鳥井雅経詠一参加歌会・歌合の整理一134
二
三
～
＝
二
二
六
は
、
「
被
忘
恋
の
心
を
」
の
詞
書
で
後
鳥
羽
院
・
定
家
・
家
隆
・
俊
成
卿
女
の
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
始
め
の
三
首
は
こ
の
歌
合
の
歌
で
あ
り
、
俊
成
卿
女
歌
（
1
1
『
俊
成
卿
女
集
』
二
〇
三
）
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
新
古
今
集
』
雑
上
、
「
寄
風
懐
旧
と
い
ふ
こ
と
を
」
の
詞
書
の
、
一
五
六
四
（
源
通
光
）
二
五
六
五
（
俊
成
卿
女
1
1
『
俊
成
卿
女
集
』
一
九
九
）
も
こ
の
時
の
作
と
思
わ
れ
る
。
　
5
　
卿
相
侍
臣
嫉
妬
歌
合
（
院
）
　
建
永
元
年
八
月
一
日
　
（
家
集
一
一
五
九
～
＝
六
一
）
　
『
明
日
香
井
集
』
に
は
八
月
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
明
月
記
』
に
よ
り
八
月
一
日
に
催
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
寺
田
純
子
氏
が
「
前
月
七
月
二
五
日
の
卿
相
侍
臣
歌
合
の
雪
辱
戦
と
し
て
行
わ
れ
た
歌
合
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
る
一
方
、
藤
平
泉
氏
は
「
七
月
二
十
八
日
の
『
歌
合
』
の
負
方
が
再
度
挑
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
的
に
二
つ
は
整
合
し
な
い
よ
う
で
あ
り
」
と
さ
れ
る
（
注
一
〇
）
。
述
懐
三
首
。
『
新
古
今
集
』
一
九
五
七
～
一
七
六
四
に
八
首
一
括
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、
慈
円
・
源
通
具
・
定
家
・
家
隆
・
俊
成
卿
女
の
参
加
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
一
七
六
三
は
『
明
日
香
井
集
』
一
一
五
九
歌
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
『
御
集
』
一
六
八
六
～
一
六
八
八
、
『
拾
遺
愚
草
』
二
七
〇
五
～
二
七
〇
七
に
よ
り
、
後
鳥
羽
院
・
定
家
の
全
歌
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
如
願
法
師
集
』
入
五
六
・
八
六
〇
も
こ
の
時
の
作
か
と
思
わ
れ
る
。
　
6
　
鳥
羽
殿
御
会
（
院
）
　
建
永
元
年
入
月
五
日
　
（
家
集
一
一
六
二
）
　
題
「庭
上
月
」
。
他
の
歌
人
で
作
が
知
ら
れ
る
の
は
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
六
八
五
）
の
み
。
『
明
月
記
』
に
よ
り
雅
経
が
講
師
を
務
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
定
家
歌
は
伝
わ
ら
な
い
。
　
7
　
院
御
会
（
院
）
　
承
元
元
年
正
月
二
二
日
　
（
家
集
二
六
三
）
　
和
歌
所
で
行
わ
れ
た
歌
会
。
題
「
春
松
契
齢
」
。
他
の
歌
人
で
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
六
八
九
1
1
『
新
続
古
今
集
』
七
四
五
）
の
み
。
『
御
集
』
の
詞
書
は
「
承
元
二
年
」
と
す
る
が
、
『
新
続
古
今
集
』
の
「
承
元
元
年
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
　
8
　
鴨
御
祖
社
歌
合
（
院
）
　
承
元
元
年
三
月
七
日
　
（
家
集
＝
六
四
～
一
一
六
六
）
　
『
大
観
』
五
巻
二
〇
五
。
「
山
家
朝
霞
」
「
湖
辺
夕
花
」
「
社
頭
述
懐
」
の
三
題
、
無
判
。
下
鴨
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。
次
の
『
賀
茂
別
雷
社
歌
合
』
と
一対
。
　
9
　
賀
茂
別
雷
社
歌
合
（
院
）
　
承
元
元
年
三
月
七
日
　
（
家
集
に
な
し
）
『大
観
』
五
巻
二
〇
六
。
「
海
辺
帰
雁
」
「
暮
山
春
雨
」
「
社
頭
夜
風
」
の
三
題
、
無
判
。
　
＊
　
『
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
』
承
元
元
年
六
月
頃
詠
進
か
。
　
10
　
和
歌
所
歌
会
（
院
）
　
承
元
二
年
閏
四
月
四
日
　
（
家
集
＝
六
七
～
一
一
六
九
）
　
『
明
日
香
井
集
』
で
は
「
同
御
会
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
同
」
が
何
を
さ
す
の
か
わ
か
ら
な
い
。
「
雨
中
郭
公
」
「
遇
不
遇
恋
」
「
寄
述
懐
雑
」
の
三
題
。
他
に
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
六
九
九
～
一
七
〇
一
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
二
一
四
「
雨
中
郭
公
」
、
二
五
五
六
「
遇
不
遇
恋
」
）
の
み
。
　
11
　
住
吉
社
歌
合
（
院
）
承
元
二
年
五
月
二
九
日
　
（
家
集
＝
七
〇
～
一
一
七
二
）
　
「
寄
月
祝
」
「
寄
旅
恋
」
「
寄
山
雑
」
の
三
題
。
他
に
作
が
知
ら
れ
る
歌
人
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
六
九
六
～
一
六
九
八
、
た
だ
し
、
「
同
［
承
元
」
二
年
三
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
、
慈
円
（
『
拾
玉
集
』
四
一
二
二
～
四
一
二
九
、
「
寄
旅
恋
」
は
四
首
、
「
寄
山
雑
」
は
三
首
あ
り
、
合
点
を
付
し
た
三
首
の
ほ
か
は
擬
作
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
八
一
六
・
二
九
二
六
・
三
〇
四
三
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
四
九
七
・
二
七
一
四
。
二
五
七
二
は
詞
書
「
住
吉
歌
合
、
旅
宿
恋
」
で
、
題
が
や
や
異
な
る
が
こ
の
時
の
作
か
）
、
秀
能
（
『
如
願
法
師
集
』
六
七
六
「
寄
月
祝
」
）
、
宜
秋
門
院
丹
後
（
『
新
続
古
今
集
』
一
三
二
八
「
寄
旅
恋
」
）
、
藤
原
家
衡
（
同
前
、
一
三
二
九
）
。
『
御
集
』
一
六
九
八
は
、
『
新
古
今
集
』
に
切
り
入
れ
ら
れ
た
、
著
名
な
「
お
く
山
の
一
（23）一
詔
　
お
ど
ろ
が
し
た
も
ふ
み
わ
け
て
道
有
る
世
ぞ
と
人
に
し
ら
せ
ん
」
（
巻
一
七
、
雑
1　
　
中
、
一
六
三
五
）
。
　
　
　
12
　
長
尾
社
歌
合
（不
明
）
　
承
元
三
年
　
（
家
集
に
な
し
）
　
散
逸
し
て
お
　
　
り
、
詳
細
は
不
明
。
長
尾
社
に
つ
い
て
は
、
西
澤
誠
人
氏
は
「
石
清
水
社
系
の
　
　
祠
宇
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、
辻
勝
美
氏
は
「
下
醍
醐
に
あ
る
長
尾
天
満
宮
」
と
　
　
推
定
さ
れ
て
い
る
（
注
一
一
）
。
『
夫
木
抄
』
一
六
四
七
～
一
六
五
九
、
一
六
六
　
　
八
・
＝
四
三
八
・
一
二
一
九
二
（
以
上
題
は
「
海
辺
帰
雁
」
）
・
一
四
九
九
七
　
　
～
一
四
九
九
九
（
以
上
題
は
「
社
頭
花
」
）
・
一
六
＝
一
四
（
「
社
頭
桜
花
」
）
の
　
　
二
〇
首
が
知
ら
れ
、
『
続
門
葉
集
』
に
よ
り
一
首
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
（
七
四
　
　
「社
頭
花
」
。
他
に
『
夫
木
抄
』
と
重
複
す
る
二
首
が
あ
る
）
。
従
っ
て
、
「
社
頭
　
　
花
」
「
海
辺
帰
雁
」
の
二
題
か
。
雅
経
歌
が
『
夫
木
抄
』
一
六
四
九
に
見
ら
れ
　
　
る
。
定
家
・
家
隆
・
秀
能
・
源
光
行
・
藤
原
行
能
ら
の
ほ
か
、
顕
昭
・
家
衡
・
　
　
知
家
・
保
季
ら
六
条
家
の
歌
人
も
多
く
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
歌
合
の
参
加
歌
　
　
人
に
つ
い
て
は
辻
氏
論
文
に
詳
し
い
（
注
一
二
）
。
『
拾
遺
愚
草
』
一
二
五
〇
歌
　
　
（「海
辺
帰
雁
」
）
も
あ
る
い
は
こ
の
時
の
詠
か
。
な
お
、
『
続
門
葉
集
』
で
は
催
　
　
行
年
次
が
建
暦
元
年
と
な
っ
て
お
り
二
年
の
差
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
　
　
て
久
保
田
淳
氏
は
「
こ
の
ず
れ
は
結
構
と
披
講
と
の
時
間
的
開
き
に
よ
る
も
の
　
　
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
さ
れ
る
（
注
一
三
）
。
　
　
　
13
　
河
崎
会
（
不
明
）
　
承
元
四
年
八
月
一
一
日
　
（
家
集
一
一
七
三
）
　
題
　
　
は
「
雨
中
草
花
」
。
他
に
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
後
鳥
羽
院
の
み
（
『
御
集
』
一
　
　
七
〇
二
）
で
、
日
付
と
題
の
み
記
す
。
寺
島
恒
世
氏
は
「
河
崎
泉
亭
に
お
い
て
　
　
催
さ
れ
た
歌
会
か
。
」
と
さ
れ
る
（
注
一
四
）
。
『
明
日
香
井
集
』
で
は
河
崎
の
地
　
　
名
は
一
三
六
二
の
詞
書
に
も
「
（
略
）
鴨
禰
宜
祐
綱
が
河
崎
の
泉
へ
ま
か
り
て
侍
　
　
り
け
れ
ば
（
略
）
」
と
見
え
る
。
　
　
　
14
　
粟
田
宮
歌
合
（
院
）
　
承
元
四
年
九
月
二
二
日
　
（
家
集
＝
七
四
～
一
　
　
一
七
六
）
　
「
寄
海
朝
」
「
寄
山
暮
」
「
寄
月
恋
」
の
三
題
。
他
に
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
七
〇
三
～
一
七
〇
五
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
五
五
七
・
二
七
一
〇
・
二
七
＝
）
、
慈
円
（
『
拾
玉
集
』
四
三
八
六
～
四
三
九
〇
、
「
寄
海
朝
」
二
首
、
「
寄
山
暮
」
三
首
。
四
三
八
一
・
四
三
八
二
は
歌
合
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
題
は
「
寄
月
恋
」
で
、
あ
る
い
は
こ
の
時
の
作
か
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
八
一
七
・
三
〇
〇
三
・
三
〇
〇
四
）
、
秀
能
（
『
如
願
法
師
集
』
八
三
三
「
寄
海
朝
」
・
六
〇
八
。
六
〇
八
は
題
は
記
さ
れ
な
い
が
、
「
寄
月
恋
」
で
あ
ろ
う
）
、
藤
原
忠
経
（
『
新
千
載
集
』
一
五
五
六
「
寄
月
恋
」
）
。
ま
た
、
久
保
田
淳
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
（
注
一
五
）
、
『
十
訓
抄
』
十
－
三
四
に
見
ら
れ
る
源
家
長
歌
も
こ
の
時
の
作
で
あ
る
。
　
15
新
羅
社
二
首
歌
会
（
不
明
）
承
元
四
年
一
〇
月
　
（
家
集
一
六
四
一
？
・
『
新
三
井
集
』
三
〇
八
）
　
散
逸
し
て
お
り
詳
細
は
不
明
。
呼
称
は
辻
氏
論
文
に
よ
る
（
注
一
六
）
。
『
新
三
井
集
』
に
よ
り
、
二
七
九
～
二
八
六
（
題
は
「社
頭
菊
」
）
、
三
〇
七
～
三
一
二
（
題
は
「
薄
暮
時
雨
」
）
の
一
四
首
が
知
ら
れ
る
。
う
ち
、
三
〇
八
が
雅
経
歌
。
ま
た
、
『
明
日
香
井
集
』
に
「
承
元
四
年
新
羅
祭
の
次
に
、
社
頭
残
菊
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
り
け
る
に
」
の
詞
書
で
収
め
ら
れ
る
一
六
四
一
歌
も
、
こ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
、
家
長
・
藤
原
為
家
・
藤
原
有
家
・
保
季
ら
の
参
加
が
知
ら
れ
る
。
　
16
　
建
暦
元
年
閏
正
月
四
日
、
庭
雪
猷
跡
と
い
ふ
題
を
賜
て
よ
み
侍
り
け
る
　
（
家
集
＝
七
七
）
　
他
に
同
じ
題
の
歌
は
見
ら
れ
ず
、
詳
細
不
明
。
　
17
　
大
内
花
下
応
製
（
院
）
建
暦
二
年
二
月
二
五
日
　
（
家
集
＝
七
八
～
一
一
八
〇
）
　
『
明
日
香
井
集
』
・
『
御
集
』
は
二
五
日
と
す
る
が
、
『
玉
蘂
』
で
は
二
七
日
と
す
る
。
他
に
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
七
〇
六
～
一
七
〇
八
）
、
源
定
通
（
『
新
勅
撰
集
』
一
〇
四
）
の
み
。
吉
野
朋
美
氏
は
、
こ
の
時
の
院
の
作
を
検
討
し
、
こ
の
年
が
藤
原
良
経
七
回
忌
の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
良
経
を
追
想
す
る
心
情
に
よ
り
、
院
が
歌
壇
活
動
を
再
開
し
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
（
注
一
七
）
。
一
（24）一
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18
　
内
裏
詩
歌
合
（
順
）
建
暦
二
年
五
月
＝
日
　
（
家
集
＝
八
一
～
一
一
八
六
）
　
「
山
居
春
曙
」
（
『
紫
禁
集
』
の
み
「
山
居
春
暁
」
）
「
水
郷
秋
夕
」
「
輯
中
眺
望
」
の
三
題
各
二
首
。
他
の
歌
人
で
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
順
徳
天
皇
（『紫
禁
集
』
入
五
～
九
〇
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
一
四
入
・
一
二
七
六
「山
居
春
曙
」
、
『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
七
四
［
題
は
な
い
が
「
水
郷
秋
夕
」
か
］
、
一
八
九
・
一
九
〇
［
題
は
な
い
が
「
罵
中
眺
望
」
か
」
）
、
慈
円
（
『
拾
玉
集
』
四
一
七
二
～
四
一
九
二
、
「
山
居
春
曙
」
五
首
、
「
水
郷
秋
夕
」
六
首
、
「
鷺
中
眺
望
」
一
〇
首
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
〇
七
九
・
二
〇
八
〇
・
二
四
六
七
・
二
四
六
八
・
二
九
五
六
・
二
九
五
七
）
、
藤
原
範
宗
（
『
範
宗
集
』
　
一
六
「
山
居
春
曙
」
、
二
六
六
・
二
六
七
「
水
郷
秋
夕
」
、
六
三
八
・
六
三
九
「
鷺
中
眺
望
」
）
、
藤
原
頼
実
（
『
新
勅
撰
集
』
九
三
「
山
居
春
曙
」
・
五
三
三
「
鴨
中
眺
望
」
）
・
通
光
（『続
千
載
集
』
三
七
四
「
水
郷
秋
夕
」
・
『
万
代
集
』
三
四
五
三
「
輯
中
眺
望
」
）
。
順
徳
天
皇
歌
壇
初
度
の
内
裏
詩
歌
合
で
、
唐
沢
正
実
氏
は
、
こ
れ
が
「詩
歌
合
盛
行
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
る
が
、
「
実
質
的
な
主
催
者
は
後
鳥
羽
院
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
一
八
）
。
　
19
　
松
尾
社
歌
合
（院
）
　
建
保
元
年
（
一
一
二
三
）
七
月
一
七
日
　
（
家
集
一
一
八
七
～
一
一
八
九
）
　
「
初
秋
風
」
「
山
家
暮
」
「
社
頭
雑
」
の
三
題
。
『
御
集
』
に
よ
る
と
、
無
判
。
他
の
歌
人
で
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（『御
集
』
一
七
〇
九
～
一
七
一
一
）
、
慈
円
（
『
拾
玉
集
』
四
一
一
六
～
四
＝
八
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
二
三
三
・
二
六
九
六
・
二
七
一
五
）
、
秀
能
（
『
如
願
法
師
集
』
四
七
〇
・
四
七
一
・
八
九
四
）
。
『
範
宗
集
』
六
五
五
「
社
頭
雑
」
も
あ
る
い
は
こ
の
時
の
作
か
。
た
だ
し
、
他
の
歌
題
の
歌
は
見
ら
れ
な
い
。
　
20
　
内
裏
歌
合
（
順
）
　
建
保
元
年
八
月
七
日
　
（
家
集
＝
九
五
～
＝
九
七
）
　
『
大
観
』
一
〇
巻
五
八
。
「
山
暁
月
」
「
野
夕
風
」
「
河
朝
霧
」
の
三
題
。
無
判
。
な
お
、
『
明
日
香
井
集
』
で
は
、
こ
こ
か
ら
一
二
四
〇
歌
ま
で
、
配
列
に
誤
り
が
あ
る
。
こ
の
歌
合
の
年
次
は
「
同
三
年
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
二
八
七
「松
尾
社
歌
合
」
の
「
建
保
元
年
」
を
受
け
る
た
め
建
保
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
正
し
く
は
建
暦
三
年
（
一
二
月
六
日
に
建
保
と
改
元
）
で
あ
り
、
＝
九
〇
の
前
に
配
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
中
で
さ
ら
に
細
か
い
配
列
の
誤
り
が
あ
る
が
、
個
々
の
和
歌
行
事
に
つ
い
て
扱
う
際
に
述
べ
る
。
　
21
　
内
裏
歌
合
（
順
）
　
建
保
元
年
九
月
一
三
夜
　
（
家
集
＝
九
八
～
一
二
〇
〇
）
　
『
大
観
』
一
〇
巻
六
〇
。
「
江
上
月
」
「
旅
宿
恋
」
「
暮
山
松
」
の
三
題
。
判
・
判
詞
と
も
伝
わ
ら
な
い
。
　
22
　
内
裏
歌
合
（
順
）
　
建
保
元
年
閏
九
月
一
九
日
　
（
家
集
一
二
〇
一
～
一
二
〇
三
）
　
『
大
観
』
五
巻
二
〇
九
。
「
深
山
月
」
「
寒
野
虫
」
「
寄
風
雑
」
の
三
題
。
雅
経
は
順
徳
天
皇
と
番
え
ら
れ
て
お
り
、
三
番
と
も
負
け
て
い
る
。
　
23
　
和
歌
所
当
座
歌
会
（
院
）
　
建
保
元
年
一
〇
月
一
四
日
　
（
家
集
一
二
〇
四
～
一
二
〇
八
）
　
『
御
集
』
に
よ
る
と
、
水
無
瀬
殿
で
行
わ
れ
た
当
座
歌
会
。
『御
集
』
に
は
一
二
月
一
四
日
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
不
明
。
「
冬
月
」
五
首
。
他
の
歌
人
で
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
七
一
二
～
一
七
一
六
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
五
七
二
～
二
五
七
六
）
、
秀
能
（
『
如
願
法
師
集
』
五
六
六
）
。
　
24
　
内
裏
詩
歌
合
か
（
順
）
建
保
二
年
二
月
三
日
　
（
家
集
一
二
四
〇
三
夫
木
抄
』
五
六
〇
・
一
四
七
〇
）
　
「
野
外
霞
」
「
河
上
花
」
の
二
題
各
二
首
。
『
明
日
香
井
集
』
で
は
年
次
が
記
さ
れ
ず
、
建
保
三
年
の
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
（
行
事
番
号
3
1
）
の
次
に
配
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
二
四
〇
歌
は
、
武
藤
康
史
氏
が
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
（
注
一
九
）
『
新
千
載
集
』
に
入
集
し
て
お
り
（
巻
一
、
春
上
、
九
）
、
そ
の
詞
書
は
「
建
保
三
年
内
裏
詩
歌
合
に
、
野
外
霞
」
で
あ
る
が
、
建
保
三
年
に
は
内
裏
詩
歌
合
の
催
行
は
確
認
さ
れ
ず
、
題
は
建
保
二
年
二
月
三
日
の
内
裏
詩
歌
合
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
夫
木
抄
』
五
六
〇
は
五
九
九
歌
の
詞
書
「
建
保
二
年
内
裏
詩
歌
一
（25）一
131
合
、
野
霞
」
を
受
け
る
が
、
五
九
九
は
こ
の
時
の
作
で
あ
る
『
紫
禁
集
』
三
二
七
歌
と
同
一
で
あ
る
た
め
、
雅
経
の
五
六
〇
歌
も
こ
の
時
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
『夫
木
抄
』
一
四
七
〇
の
詞
書
で
は
「
建
仁
二
年
内
裏
詩
歌
合
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
建
仁
二
年
に
内
裏
詩
歌
合
が
催
行
さ
れ
た
こ
と
は
確
認
で
き
ず
、
や
は
り
こ
の
時
の
作
で
あ
ろ
う
。
他
の
歌
人
で
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
順
徳
天
皇
（『紫
禁
集
』
三
二
四
～
三
二
七
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
一
四
四
・
二
一
四
五
・
二
一
七
三
・
二
一
七
四
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
〇
八
一
～
二
〇
八
四
）
、
為
家
（
『
夫
木
抄
』
一
一
九
二
「
河
上
花
」
）
、
俊
成
卿
女
（
『
夫
木
抄
』
＝
九
四
「
河
上
花
」
）
、
藤
原
忠
信
（
『
夫
木
抄
』
九
九
四
四
「
野
外
霞
」
）
。
『
範
宗
集
』
五
・
六
（
「
野
外
霞
」
）
、
二
二
・
二
三
（
「
河
上
花
」
）
も
、
年
次
や
行
事
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
題
が
一
致
し
、
二
首
ず
つ
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
明
月
記
』
に
よ
る
と
こ
の
後
「
庭
上
柳
」
題
で
、
当
座
の
歌
会
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
『
明
日
香
井
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
　
＊
『
百
日
歌
合
』
建
保
二
年
七
月
二
五
日
　
歌
合
と
あ
る
が
他
の
歌
人
の
歌
　
　
を
見
い
だ
せ
ず
、
私
的
な
百
首
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
　
25
　
秋
十
首
撰
歌
合
（
院
）
　
建
保
二
年
八
月
一
五
日
　
（
家
集
＝
一
二
四
～
一
二
二
九
）
　
水
無
瀬
殿
で
催
さ
れ
た
。
他
の
歌
人
で
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
七
一
九
～
一
七
二
八
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
一
二
七
四
～
二
一
二
八
三
）
、
家
隆
（
『
家
隆
卿
百
番
自
歌
合
』
五
三
・
五
五
・
五
七
・
六
二
・
六
三
・
六
八
・
七
〇
、
『
続
後
撰
集
』
三
七
八
）
、
秀
能
（
『
如
願
法
師
集
』
五
〇
六
～
五
一
〇
）
、
家
長
（
『
続
拾
遺
集
』
六
一
七
）
、
通
光
（
『
続
拾
遺
集
』
三
〇
三
・
『
新
続
古
今
集
』
三
六
〇
・
『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
一
二
二
番
の
評
中
）
。
『範
宗
集
』
二
五
四
～
二
六
二
（
詞
書
「
秋
十
首
中
に
」
）
も
こ
の
時
の
作
か
。
　
26
　
内
裏
秋
十
五
首
歌
合
（
順
）
　
建
保
二
年
八
月
一
六
日
　
（
家
集
一
二
〇
九
～
一
二
二
三
）
　
『
大
観
』
五
巻
二
一
〇
。
「
秋
風
」
に
始
ま
り
、
「
秋
雑
」
に
終
わ
る
、
い
ず
れ
も
秋
に
ち
な
む
一
五
題
。
田
尻
嘉
信
氏
・
福
留
温
子
氏
に
論
文
が
あ
る
（
注
二
〇
）
。
家
集
で
は
2
5
と
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
雅
経
は
、
家
隆
・
定
家
・
順
徳
天
皇
ら
と
番
え
ら
れ
、
七
勝
一
負
七
持
。
　
27
　
当
座
御
会
（
院
）
　
建
保
二
年
九
月
三
日
　
（
家
集
一
；
二
〇
・
一
二
一
二
一
）　
「
暁
山
」
「
夜
恋
」
の
二
題
。
他
に
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（『御
集
』
一
七
二
九
・
一
七
三
〇
）
の
み
。
　
28
　
院
御
会
（
院
）
　
建
保
二
年
九
月
一
四
日
　
（
家
集
一
二
三
二
）
　
題
は
「月
契
多
秋
」
。
他
に
作
が
知
ら
れ
る
の
は
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
七
三
こ
の
み
。
　
29
　
月
卿
雲
客
歌
合
（
順
）
　
建
保
二
年
九
月
二
九
日
　
（
家
集
一
二
三
一
二
～
一
二
三
五
）
　
「
野
径
月
」
「
寄
雲
恋
」
「
霧
中
雁
」
の
三
題
。
『
紫
禁
集
』
『
和
歌
合
略
目
録
』
で
は
九
月
二
五
日
と
す
る
。
他
に
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
順
徳
天
皇
（『紫
禁
集
』
四
一
一
～
四
＝
三
。
『
夫
木
抄
』
九
七
六
九
「
家
集
、
野
径
月
」
と
い
う
詞
書
を
も
つ
家
長
歌
も
あ
る
い
は
こ
の
時
の
も
の
か
。
　
30
　
月
卿
雲
客
妬
歌
合
（
順
）
　
建
保
二
年
九
月
三
〇
日
　
（
家
集
一
二
三
六
～
一
二
三
八
）
　
『
大
観
』
五
巻
二
＝
。
「
河
落
葉
」
「
寄
鳥
恋
」
「
深
山
雨
」
の
三
題
。
雅
経
は
順
徳
天
皇
と
番
え
ら
れ
、
三
番
と
も
負
け
て
い
る
。
松
井
律
子
氏
に
論
文
が
あ
る
（
注
二
一
）
。
　
31
　
院
四
十
五
番
歌
合
（
院
）
　
建
保
三
年
六
月
二
日
　
（
家
集
＝
九
〇
～
一
一
九
四
）
　
『
大
観
』
五
巻
二
一
二
。
「
春
山
朝
」
「
夕
早
苗
」
「
行
路
秋
」
「
暁
時
雨
」
「
松
経
年
」
の
五
題
。
雅
経
は
通
光
と
番
え
ら
れ
、
一
勝
四
持
。
こ
の
歌
合
に
つ
い
て
は
、
吉
野
朋
美
氏
・
佐
々
木
孝
浩
氏
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
（
注
二
二
）
。
ま
た
、
『
吾
妻
鏡
』
同
年
七
月
六
日
の
条
に
「
坊
門
黄
門
㎜
信
被
進
去
六
月
二
日
仙
洞
寄
合
耀
一
巻
於
将
軍
家
。
是
依
内
々
勅
定
也
云
・
。
」
と
あ
り
、
将
軍
源
実
朝
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
朝
の
御
台
所
の
兄
で
あ
る
坊
門
忠
信
が
こ
の
歌
合
に
参
加
し
て
、
五
勝
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
目
崎
一
（26）一
建永元年から承久三年の飛鳥井雅経詠一参加歌会・歌合の整理一130
徳
衛
氏
は
「
こ
の
歌
合
の
企
画
そ
の
も
の
が
遠
い
実
朝
を
念
頭
に
置
い
て
仕
組
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
（
注
二
三
）
。
吉
野
氏
は
、
歌
人
構
成
・
歌
題
の
設
定
・
和
歌
内
容
・
判
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
上
で
「
本
歌
合
が
、
贈
る
段
階
だ
け
で
な
く
、
企
画
か
ら
付
判
に
わ
た
っ
て
も
実
朝
懐
柔
の
意
図
が
強
く
反
映
し
て
い
る
」
と
さ
れ
（
注
二
四
）
、
出
詠
者
た
ち
も
そ
の
こ
と
を
心
得
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
32
　
月
卿
雲
客
妬
歌
合
（
順
）
建
保
三
年
六
月
＝
日
　
（
家
集
一
二
三
九
・
歌
合
本
文
一
五
・
一
二
）
　
『
大
観
』
一
〇
巻
六
二
。
「
野
外
夏
草
」
「
月
色
似
秋
」
「
契
経
年
恋
」
の
三
題
。
『
明
日
香
井
集
』
に
は
「
野
外
夏
草
」
一
首
の
み
収
め
る
。
判
・
判
詞
は
な
い
。
　
33
　
内
裏
歌
合
（
順
）
　
建
保
三
年
六
月
一
八
日
　
（
家
集
一
二
四
一
～
一
二
四
六
）
　
「
水
辺
柳
」
「
江
上
霞
」
「
朝
落
花
」
「
夜
帰
雁
」
「
山
晩
風
」
「
野
暁
月
」
の
六
題
。
『
明
日
香
井
集
』
で
は
「
六
月
日
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
紫
禁
集
』
に
よ
り
一
八
日
に
催
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
順
徳
天
皇
（
『
紫
禁
集
』
五
五
七
～
五
六
二
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
一
四
一
・
二
一
四
三
・
二
一
四
九
・
二
一
七
五
・
二
六
九
七
・
二
六
九
八
）
、
家
隆
（『壬
二
集
』
二
〇
八
五
～
二
〇
八
八
・
三
〇
二
一
・
三
〇
二
二
）
、
範
宗
（
『
範
宗
集
』
五
三
～
五
五
。
た
だ
し
、
「
同
［
建
保
三
年
］
三
月
内
裏
御
会
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
五
三
の
題
は
「
水
辺
柳
」
、
五
五
の
題
は
「
朝
落
花
」
で
あ
る
が
、
五
四
の
題
は
「
山
桜
」
で
、
内
容
的
に
も
こ
の
歌
合
の
い
ず
れ
の
題
と
も
合
致
し
な
い
）
、
通
光
（
『
新
拾
遺
集
』
一
四
九
「
朝
落
花
」
）
、
西
園
寺
実
氏
（『雲
葉
集
』
七
一
「
江
上
霞
」
）
、
藤
原
康
光
（
『
続
後
撰
集
』
＝
一
五
「
野
暁
月
」
・
『
雲
葉
集
』
一
七
〇
「
朝
落
花
」
）
。
　
＊
　
『
建
保
四
年
院
百
首
』
　
二
月
頃
ま
で
に
詠
進
し
た
か
。
　
34
　
内
裏
百
番
歌
合
（
順
）
　
建
保
四
年
閏
六
月
九
日
　
（
家
集
＝
一
四
七
～
一
二
五
六
）
　
『
大
観
』
五
巻
二
＝
二
。
「
春
」
「
夏
」
「
秋
」
「
冬
」
「
恋
」
の
五
題
各
二
首
。
雅
経
は
兵
衛
内
侍
と
番
え
ら
れ
、
四
勝
一
負
五
持
。
　
35
　
熊
野
詣
路
次
当
座
和
歌
（
院
）
　
建
保
四
年
八
月
廿
日
　
（
家
集
一
二
五
七
～
一
二
六
一
）
　
『
明
日
香
井
集
』
で
は
九
月
廿
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
岩
橋
小
彌
太
氏
・
田
村
柳
壱
氏
が
述
べ
る
と
お
り
、
『
御
集
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
八
月
が
正
し
い
（
注
二
五
）
。
題
は
、
『
明
日
香
井
集
』
で
は
「
山
花
」
「
山
夕
」
「
山
月
」
「
山
暁
」
「
山
旅
」
で
あ
る
が
、
『
御
集
』
で
は
「
春
山
花
」
「
夏
山
夕
」
「
秋
山
月
」
「
冬
山
暁
」
で
五
首
目
は
題
を
欠
い
て
い
る
。
他
に
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
七
三
七
～
一
七
四
一
）
の
み
。
　
36
　
嵯
峨
殿
庚
申
当
座
歌
会
（
院
）
建
保
四
年
一
〇
月
＝
日
　
（
家
集
一
二
六
二
）
　
題
は
「
山
家
落
葉
」
。
他
に
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（『御
集
』
一
七
四
二
）
の
み
。
な
お
、
武
藤
氏
は
「
年
月
無
記
な
が
ら
＝
二
九
九
～
一
四
〇
〇
も
あ
る
い
は
こ
の
と
き
の
作
か
」
と
さ
れ
る
（
注
二
六
）
。
　
37
　
内
裏
御
会
（
順
）
　
建
保
四
年
＝
月
一
日
　
（
家
集
一
二
六
三
～
一
二
六
五
）
　
「
寒
山
月
」
「
遠
村
雪
」
「
寄
葦
恋
」
の
三
題
。
『
明
月
記
』
同
日
条
に
よ
る
と
、
雅
経
は
講
師
を
務
め
た
。
他
に
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
順
徳
天
皇
（
『
紫
禁
集
』
九
二
一
～
九
二
三
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
四
四
四
・
二
四
四
七
・
二
五
七
〇
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
五
九
七
・
二
五
九
八
・
二
八
三
三
）
。
　
38
　
院
庚
申
御
会
（
院
）
建
保
五
年
四
月
一
四
日
　
（
家
集
一
二
六
六
～
一
二
七
〇
）
　
「
春
夜
」
「
夏
暁
」
「
秋
朝
」
「
冬
夕
」
「
久
恋
」
の
五
題
。
『
明
月
記
』
同
日
条
に
よ
る
と
、
雅
経
は
出
座
は
し
な
か
っ
た
。
他
に
作
品
が
知
ら
れ
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
（
『
御
集
』
一
七
四
三
～
一
七
四
七
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
一
七
〇
・
二
二
一
九
・
二
三
九
二
・
二
四
七
一
・
二
五
六
一
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
〇
四
二
・
二
二
九
〇
・
二
三
九
六
・
二
六
二
一
・
二
八
一
五
）
、
慈
円
（四
〇
四
一
～
四
〇
四
七
、
「
久
恋
」
は
三
首
存
す
る
。
ま
た
、
『
雲
葉
集
』
に
「仙
洞
に
て
庚
申
夜
五
首
歌
か
う
ぜ
ら
れ
け
る
に
、
秋
朝
を
」
の
詞
書
で
収
め
ら
れ
て
い
る
六
七
一
歌
は
、
家
集
に
見
ら
れ
る
歌
と
一
致
し
な
い
）
、
秀
能
（
『
如
一
（27）一
129
願
法
師
集
』
三
八
四
・
四
三
九
・
五
三
八
・
五
五
一
・
六
〇
〇
）
、
範
宗
（
『
範
宗
集
』
六
一
「
春
夜
」
・
一
七
七
「
夏
暁
」
・
四
四
〇
「
冬
夕
」
・
五
七
五
「
久
恋
」
。
三
三
五
「
秋
朝
」
も
あ
る
い
は
こ
の
時
の
作
か
）
、
通
光
（
『
続
後
撰
集
』
一
〇
三
「春
夜
」
、
『
続
千
載
集
』
一
二
四
六
「
久
恋
」
）
、
頼
実
（
『
新
勅
撰
集
』
三
〇
八
「秋
朝
」
）
、
家
長
（
『
新
勅
撰
集
』
七
四
七
「
久
恋
」
）
、
藤
原
公
経
（
『
風
雅
集
』
八
三
五
「
冬
夕
」
）
、
藤
原
公
継
（
『
秋
風
集
』
二
九
八
「
秋
朝
」
）
。
　
39
　
右
大
将
家
歌
合
（
通
光
）
　
建
保
五
年
八
月
一
五
日
　
（
家
集
に
な
し
）
　
『
大
観
』
一
〇
巻
六
六
。
「
虫
声
驚
夢
」
「
暁
惜
別
恋
」
の
二
題
。
雅
経
は
秀
能
と
番
え
ら
れ
、
一
勝
一
持
。
　
40
　
右
大
臣
家
歌
合
（
九
条
道
家
）
　
建
保
五
年
九
月
　
（
家
集
一
二
七
一
～
一
二
七
六
）
　
『
大
観
』
五
巻
二
一
四
。
「
夜
深
待
月
」
「
故
郷
紅
葉
」
「
河
辺
捧
衣
」
「
行
路
見
恋
」
「
山
家
夕
恋
」
「
罵
中
松
風
」
の
六
題
。
雅
経
は
道
家
・
定
家
ら
と
番
え
ら
れ
、
三
勝
一
負
二
持
0
　
41
　
冬
題
歌
合
（順
）
　
建
保
五
年
＝
月
四
日
　
（
家
集
一
二
七
七
～
一
二
八
三
）
　
『
大
観
』
五
巻
二
一
五
。
「
冬
山
霜
」
「
冬
野
霰
」
「
冬
関
月
」
「
冬
河
風
」
「冬
海
雪
」
「
冬
夕
旅
」
「
冬
夜
恋
」
の
七
題
。
雅
経
は
道
家
と
番
え
ら
れ
、
二
勝
二
負
三
持
。
　
42
　
建
保
六
年
八
月
中
殿
御
会
（
順
）
　
（
家
集
一
二
八
四
二
六
七
二
）
　
『
大
観
』
一
〇
巻
一
三
六
。
八
月
＝
二
日
に
清
涼
殿
で
催
さ
れ
た
。
題
は
「
池
月
久
明
」
。
た
だ
し
、
雅
経
歌
に
は
問
題
が
あ
る
。
次
に
示
す
よ
う
に
、
家
集
に
こ
の
時
の
作
と
し
て
異
な
る
二
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
二
八
四
　
同
御
会
同
六
年
入
月
＋
一
日
　
池
月
久
明
い
け
み
つ
に
千
世
は
ま
か
せ
つ
ひ
さ
か
た
の
く
も
ゐ
の
月
の
か
げ
も
は
る
か
に
一
六
七
二
　
建
保
六
年
八
月
十
三
日
中
殿
宴
に
、
池
月
久
明
と
い
へ
る
　
こ
と
を
い
け
水
に
い
は
ほ
と
な
ら
ん
さ
ざ
れ
石
の
か
ず
も
あ
ら
は
に
す
め
る
月
影
こ
の
う
ち
、
歌
会
の
本
文
と
一
致
す
る
の
は
一
六
七
二
歌
で
（
た
だ
し
、
第
四
句
は
歌
会
本
文
の
み
「
か
ず
も
あ
ら
は
す
」
）
、
『
続
古
今
集
』
に
入
集
し
て
い
る
（巻
二
〇
、
賀
、
一
八
七
七
）
ほ
か
、
『
万
代
集
』
に
も
見
ら
れ
る
（
三
七
七
七
）
。
と
こ
ろ
で
、
『
明
月
記
』
に
は
、
七
月
二
九
日
条
か
ら
こ
の
御
会
に
関
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
日
に
作
者
が
定
め
ら
れ
た
と
し
、
そ
の
名
を
記
し
て
い
る
。
八
月
一
二
日
条
に
は
「
人
々
歌
少
々
、
唯
今
送
之
、
右
武
衛
猶
宜
由
答
了
」
と
見
え
、
雅
経
（
右
武
衛
）
ら
が
定
家
に
詠
歌
を
見
せ
て
お
り
、
雅
経
歌
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
し
て
、
一
二
入
四
歌
の
詞
書
が
＝
日
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
詠
作
し
た
日
付
を
記
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
点
で
雅
経
は
複
数
の
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
一
二
八
四
は
不
採
用
と
し
た
作
が
誤
っ
て
収
め
ら
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
一
六
七
二
は
、
『
明
日
香
井
集
』
の
巻
末
歌
で
あ
る
。
『
明
日
香
井
集
』
の
構
成
は
は
じ
め
に
略
記
し
た
が
、
実
は
末
尾
に
は
若
干
の
乱
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
雑
部
は
、
は
じ
め
に
輯
旅
歌
を
約
九
〇
首
収
め
た
後
、
述
懐
歌
・
贈
答
歌
・
釈
教
歌
な
ど
を
並
べ
た
後
、
隠
題
二
首
、
折
句
一
首
を
置
く
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
折
句
の
後
、
四
季
歌
六
首
、
雑
歌
一
首
が
配
さ
れ
、
そ
の
次
に
一
六
七
二
歌
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
八
首
の
存
在
は
不
自
然
で
、
撰
者
で
あ
る
飛
鳥
井
雅
有
が
行
っ
た
の
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
増
補
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
中
殿
御
会
』
歌
が
家
集
に
存
し
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
誰
か
が
こ
こ
に
置
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
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43
　
同
一
〇
月
二
日
（
不
明
）
　
（
家
集
一
二
八
五
・
一
二
八
六
）
　
「
同
」
は
建
保
六
年
。
「
社
頭
暁
月
」
「
禁
中
翫
月
」
の
二
題
。
ほ
か
に
こ
の
題
の
歌
は
見
い
だ
せ
ず
、
詳
細
不
明
。
　
＊
『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
建
保
六
年
頃
下
命
、
承
久
二
年
ま
で
に
詠
進
　
　
か
。
　
44
　
内
裏
御
会
（
順
）
　
承
久
二
年
二
月
二
二
日
　
（
家
集
一
二
入
七
・
一
二
八
八
）
　
「
春
山
月
」
「
野
外
柳
」
の
二
題
。
他
に
作
が
知
ら
れ
る
歌
人
は
、
順
徳
天
皇
（
『
紫
禁
集
』
一
一
七
三
・
一
一
七
四
）
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
七
四
六
・
二
七
四
七
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
〇
九
四
・
二
〇
九
五
）
、
範
宗
（
『
範
宗
集
』
七
七
・
七
八
）
、
藤
原
光
経
（
『
光
経
集
』
四
九
・
五
〇
）
、
道
家
（
『
夫
木
抄
』
四
九
九
「
春
山
月
」
）
。
こ
の
時
の
定
家
の
野
外
柳
詠
が
後
鳥
羽
院
の
逆
鱗
に
触
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
　
45
　
内
裏
御
会
（
順
）
　
承
久
二
年
八
月
十
五
夜
　
（
家
集
一
二
八
九
～
＝
一
九
一
）
　
「
待
月
」
「
見
月
」
「
惜
月
」
の
三
題
。
他
に
作
が
知
ら
れ
る
歌
人
は
、
順
徳
天
皇
（
『
紫
禁
集
』
＝
八
九
～
一
一
九
一
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
四
八
四
～
二
四
八
六
）
、
範
宗
（
『
範
宗
集
』
三
五
二
～
三
五
四
）
、
光
経
（
『
光
経
集
』
六
三
～
六
五
）
、
知
家
（
『
続
古
今
集
』
三
八
四
「
待
月
」
）
。
慈
円
の
『
拾
玉
集
』
四
七
七
五
～
四
七
八
〇
歌
も
、
詠
作
年
次
の
記
載
は
な
い
が
歌
題
が
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
時
の
作
か
。
各
題
二
首
ず
つ
あ
る
。
　
46
　
内
裏
御
会
（
順
）
承
久
三
年
二
月
二
一
日
　
（
家
集
一
二
九
二
・
一
二
九
三
）
　
「
春
風
」
「
春
雨
」
の
二
題
。
『
明
日
香
井
集
』
に
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
光
経
集
』
に
よ
る
。
他
の
歌
人
で
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
家
隆
（『壬
二
集
』
二
〇
九
六
・
二
〇
九
七
）
、
光
経
（
『
光
経
集
』
六
六
・
六
七
）
、
藤
原
基
良
（
『
万
代
集
』
二
七
七
四
「
春
雨
」
）
。
　
47
　
春
日
社
歌
合
（
順
）
　
承
久
三
年
三
月
七
日
　
（
家
集
一
二
九
四
～
一
二
九
六
）
　
「
野
花
」
「
海
霞
」
「
述
懐
」
の
三
題
。
雅
経
が
没
す
る
わ
ず
か
四
日
前
に
行
わ
れ
た
。
他
の
歌
人
で
作
が
知
ら
れ
る
の
は
、
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
一
八
五
・
二
一
八
六
・
二
七
二
二
）
、
範
宗
（
『
範
宗
集
』
七
二
「
海
霞
」
・
七
三
「野
花
」
）
。
定
家
は
籠
居
中
で
あ
っ
た
た
め
、
詞
書
に
よ
る
と
「
内
よ
り
し
の
び
て
め
さ
れ
し
（
略
）
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
　
48
　
左
大
将
歌
会
に
（
不
明
）
　
（
家
集
一
二
九
七
）
　
「
庭
上
松
」
。
他
の
歌
人
の
作
が
見
ら
れ
ず
、
詳
細
は
不
明
。
次
の
4
9
は
後
述
す
る
よ
う
に
建
暦
元
年
の
作
か
と
考
え
ら
れ
、
4
7
が
没
す
る
直
前
の
行
事
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
歌
会
の
催
行
年
次
は
4
7
よ
り
も
前
で
あ
ろ
う
。
4
8
・
4
9
は
増
補
さ
れ
た
も
の
か
。
催
行
年
次
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
左
大
将
が
誰
で
あ
る
か
も
確
定
は
で
き
な
い
が
、
雅
経
が
京
都
で
和
歌
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
左
大
将
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
人
物
は
、
藤
原
家
実
・
道
家
・
源
実
朝
・
藤
原
家
通
の
四
人
で
あ
り
、
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
道
家
で
あ
ろ
う
。
道
家
の
左
大
将
在
任
期
間
は
、
建
永
元
年
六
月
一
六
日
～
建
保
六
年
二
月
二
六
日
で
あ
る
が
、
建
暦
二
年
六
月
二
九
日
に
内
大
臣
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
の
六
年
間
に
行
わ
れ
た
も
の
か
。
　
49
　
日
吉
禰
宜
親
成
七
十
賀
し
侍
り
け
る
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
　
（
家
集
一
二
九
八
）
　
他
に
定
家
（
『
拾
遺
愚
草
』
二
五
三
〇
）
、
家
隆
（
『
壬
二
集
』
二
九
三
七
）
に
同
じ
時
の
和
歌
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
親
成
は
、
久
保
田
淳
氏
が
述
べ
る
と
お
り
、
祝
部
親
成
で
、
『
明
月
記
』
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
一
〇
月
二
日
条
に
よ
る
と
、
そ
の
前
々
日
に
八
九
歳
で
没
し
て
お
り
、
七
十
賀
が
行
わ
れ
た
の
は
、
建
暦
元
年
か
と
思
わ
れ
る
（
注
二
七
）
。
ま
と
め
　
以
上
、
建
永
元
年
か
ら
雅
経
が
没
す
る
承
久
三
年
ま
で
の
、
雅
経
の
詠
が
知
ら
れ
る
和
歌
行
事
の
整
理
を
行
っ
た
。
雅
経
は
正
治
二
年
に
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
加
え
ら
れ
、
以
後
元
久
二
年
ま
で
後
鳥
羽
院
主
催
の
和
歌
行
事
の
大
半
に
参
加
一
（29）一
127
し
て
い
る
こ
と
は
前
稿
で
述
べ
た
が
、
催
行
さ
れ
た
和
歌
行
事
の
回
数
は
減
っ
て
い
る
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
参
加
す
る
状
態
は
没
す
る
ま
で
続
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
で
、
建
暦
年
間
に
は
順
徳
天
皇
が
歌
壇
活
動
を
開
始
し
、
雅
経
は
そ
こ
に
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
順
徳
天
皇
歌
壇
は
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
時
代
に
活
躍
し
た
歌
人
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
順
徳
天
皇
近
侍
の
人
々
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
不
参
加
の
行
事
も
多
い
。
前
稿
で
扱
っ
た
和
歌
行
事
四
五
回
が
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
か
ら
元
久
二
年
ま
で
の
六
年
間
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
稿
の
和
歌
行
事
四
九
回
が
一
六
年
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
に
は
建
保
三
年
一
〇
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
『
内
裏
名
所
百
首
』
の
よ
う
に
、
都
に
不
在
で
あ
っ
た
た
め
に
参
加
が
不
可
能
で
あ
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
時
期
、
雅
経
は
お
そ
ら
く
順
徳
天
皇
の
命
に
よ
り
鎌
倉
へ
下
っ
て
い
た
こ
と
が
、
家
集
一
四
八
五
～
一
五
三
七
に
よ
り
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　
一
方
、
承
久
元
年
に
は
、
定
家
や
家
隆
が
参
加
し
て
い
る
順
徳
天
皇
主
催
の
行
事
が
複
数
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雅
経
は
一
度
も
参
加
し
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
承
久
元
年
の
雅
経
詠
で
現
在
知
ら
れ
る
の
は
、
中
将
忠
嗣
（
注
二
八
）
室
で
あ
る
雅
経
女
が
六
月
ご
ろ
か
ら
患
い
、
七
月
九
日
に
＝
二
歳
で
没
す
る
前
後
の
二
六
首
の
み
で
あ
る
。
二
注
「正
治
二
年
か
ら
元
久
二
年
の
飛
鳥
井
雅
経
詠
」
（
『
十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
九
集
、
二
〇
〇
八
年
）
。
藤
平
春
男
氏
『
藤
平
春
男
著
作
集
　
第
1
巻
　
新
古
今
歌
風
の
形
成
』
「第
一
章
W
建
保
期
歌
壇
の
性
格
」
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年
）
に
詳
三四五⊥ノ、七八九
一
（：）三一三四
し
い
。
吉
野
朋
美
氏
「
建
暦
二
年
の
後
鳥
羽
院
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
八
巻
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
な
ど
。
た
だ
し
、
『
明
日
香
井
集
』
下
巻
の
後
半
部
に
は
、
雅
経
の
家
会
で
の
作
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
承
元
三
年
の
も
の
も
存
す
る
。
藤
平
春
男
氏
注
二
著
書
中
の
「
新
古
今
時
代
歌
壇
出
詠
歌
人
索
引
」
に
よ
れ
ば
、
本
稿
で
扱
う
時
期
の
後
鳥
羽
院
主
催
の
行
事
一
九
回
中
、
雅
経
が
参
加
し
て
い
な
い
の
は
三
回
、
『
御
集
』
に
載
る
行
事
で
は
、
二
五
回
中
参
加
が
確
認
で
き
な
い
の
は
二
回
。
藤
平
春
男
氏
注
二
に
同
じ
、
杉
山
幸
志
氏
「
『
内
裏
名
所
百
首
』
以
前
の
順
徳
院
歌
壇
に
つ
い
て
1
順
徳
院
近
侍
の
歌
人
を
中
心
と
し
て
ー
」
（『立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
七
三
号
、
一
九
九
四
年
一
二
月
）
な
ど
。
和
歌
は
本
文
お
よ
び
歌
番
号
と
も
C
D
l
R
O
M
版
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
C
D
－
R
O
M
版
『
私
家
集
大
成
』
を
適
宜
参
照
し
た
。
『新
古
今
和
歌
集
の
研
究
基
盤
と
構
成
』
（
三
省
堂
、
一
九
六
八
年
、
二
五
四
～
二
五
六
ペ
ー
ジ
）
。
「建
永
元
年
七
月
『
和
歌
所
当
座
歌
合
』
前
後
」
（
『
神
女
大
国
文
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）
。
寺
田
氏
『
和
歌
大
辞
典
』
、
藤
平
泉
氏
注
九
に
同
じ
。
西
澤
氏
「
顕
昭
孜
－
仁
和
寺
入
寺
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
第
二
八
集
、
一
九
七
二
年
六
月
）
、
辻
氏
「
承
元
三
年
長
尾
社
歌
合
の
出
詠
歌
人
に
つ
い
て
」
（
『
語
文
』
第
九
九
輯
、
一
九
九
七
年
一
二
月
）
。
辻
氏
注
＝
論
文
。
『藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
六
八
年
、
四
八
四
ペ
ー
ジ
）
。
和
歌
文
学
大
系
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
、
三
〇
一
（30）
建永元年から承久三年の飛鳥井雅経詠一参加歌会・歌合の整理一
ノN一ヒ六五〇九
三一三二三
○
ペ
ー
ジ
）
。
注
＝
二
著
書
、
四
八
五
ペ
ー
ジ
。
注
一
一
辻
氏
論
文
。
注
三
に
同
じ
。
「順
徳
天
皇
内
裏
に
お
け
る
詩
歌
合
の
盛
行
に
つ
い
て
」
（
『
語
文
』
第
六
五
輯
、
一
九
八
六
年
六
月
）
。
「藤
原
雅
経
年
譜
」
（
『
一
二
田
国
文
』
第
二
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）
。
田
尻
氏
「
建
保
二
年
八
月
十
六
日
『
内
裏
秋
十
五
首
歌
合
』
に
つ
い
て
」
（『跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
＝
二
、
一
九
六
五
年
三
月
）
、
福
留
氏
「建
保
二
年
八
月
十
六
日
『
内
裏
秋
十
五
首
乱
歌
合
』
の
判
詞
－
定
家
の
古
歌
摂
取
（
本
歌
取
）
評
の
理
念
と
隠
名
の
検
討
1
」
（
『
平
安
文
学
研
究
　
生
成
』
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
。
「
『月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
孜
」
（
『
就
実
語
文
』
第
二
〇
号
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）
、
「
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
考
－
家
隆
の
判
歌
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（『就
実
語
文
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
。
吉
野
氏
「
後
鳥
羽
院
の
実
朝
懐
柔
と
和
歌
ー
建
保
三
年
『
院
四
十
五
番
歌
合
』
に
つ
い
て
ー
」
（
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
一
二
集
、
新
典
社
、
二
〇
〇
四
年
）
、
佐
々
木
氏
「
中
世
歌
合
諸
本
の
研
究
（
八
）
1
『
歌
合
　
建
保
三
年
六
月
二
日
』
に
つ
い
て
・
附
校
本
1
」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
四
〇
輯
、
二
〇
〇
五
年
）
。
『史
伝
後
鳥
羽
院
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、
二
二
六
ぺ
ー
ジ
）
。
二
四
二
五
二
六
二
七八
吉
野
氏
注
二
二
に
同
じ
。
岩
橋
氏
「
熊
野
懐
紙
に
つ
い
て
」
（
『
書
道
全
集
』
第
一
八
巻
、
平
凡
社
、
一
九
六
六
年
）
、
田
村
氏
「
後
鳥
羽
院
熊
野
御
幸
当
座
歌
会
歌
本
文
集
成
」
（
『
古
典
論
叢
』
第
二
六
号
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
。
注
一
九
に
同
じ
。
当
該
箇
所
を
示
す
。
　
　
　
　
嵯
峨
の
卿
二
品
の
第
へ
御
幸
な
り
て
、
し
ば
ら
く
御
所
に
て
　
　
　
　
あ
り
け
る
に
、
清
範
が
御
と
も
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
に
、
小
袖
　
　
　
　
つ
か
は
す
と
て
　
　
い
に
し
へ
は
ち
る
も
み
ち
ば
を
き
る
と
い
ふ
あ
ら
し
の
や
ま
も
い
　
　
ま
は
お
も
は
ず
　
　
　
　
返
し
　
　
も
み
ち
き
し
き
ん
た
う
の
き
み
に
く
か
ら
ず
か
か
る
こ
そ
で
も
あ
　
　
ら
し
や
ま
に
は
『藤
原
定
家
全
歌
集
　
上
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
入
五
年
、
三
九
入
ペ
ー
ジ
）
。
忠
嗣
と
い
う
名
の
人
物
は
多
い
が
、
雅
経
女
の
年
齢
か
ら
考
え
て
、
大
炊
御
門
師
経
（
安
元
元
年
三
一
七
五
〕
1
正
嘉
三
年
三
二
五
九
〕
）
男
（
左
中
将
、
正
四
位
下
）
か
、
師
経
の
弟
家
宗
男
（
中
将
）
の
い
ず
れ
か
か
。
一
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井
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『
明
日
香
井
集
』
　
　
歌
合
　
　
歌
会
